






要約:母子同室/半同室制施設の母親に比較し、母子異室制施設の母親では出産後の母性形

成が遅れ、又、マタニティ・ブルーズへのリスクも高い傾向にある。両施設それぞれに行

われているルチーンの妊産褥婦指導、ケアに一定の精神的サポートを付加することによっ

て、母親意識などの母性の醸成が促進されうるか否か、マタニティ・ブルーズ、産後うつ

病へのリスクが低下しうるか否か、を研究した。現時点までのところ、母子半同室制施設

ではこのサポートの効果は認められていないが、母子異室制施設では母性育成がやや促進

される傾向が認められた。今後、十分に症例を重ねて検討する予定である。


